[bookmark: _GoBack]２年　総合的な学習の時間　ガイダンス資料

	２年生の総合的な学習の時間では、福祉について学習します。
まずは、福祉について関心を持つことから始めましょう。



○「福祉」という言葉の語源をたどってみよう
「福」も「祉」も、どちらも「幸福」や「しあわせ」を意味する漢字になります。 つまり福祉とは、ひとの「しあわせ」に関係することです。まずは、「福祉」という言葉の語源をたどってみましょう。
福　＋　祉　＝　福祉　＝　welfare
しあわせ　　　さいわい　　　　

「福祉」は英語にすると、「welfare(ウェルフェア)」という言葉になるそうです。
 この「welfare(ウェルフェア)」という言葉は造語であり、「well=よく」という言葉と、「fare=生きる」という言葉が合わさってできた言葉で、「よりよく生きる」という意味となるそうです。

  Welfare　＝　well　＋　fare
　　　　　　　　　　よく、十分に　　　　生きる、暮らしていく
　
 言葉の語源をたどっていくと、「福祉」は、ひとの「しあわせ」であったり、ひとが「よりよく生きること」であったり「福祉」は、一言では言いあらわせないくらいのたくさんの意味をもっていて、みんなそれぞれ答えが違っているものです。


○自分や相手の「しあわせ」や「生き方」について

「福祉=しあわせ、よりよく生きる」について考えていきたいと思います。自分や他のひとの「しあわせ」や「よりよい生きかた」について、考えたことはありますか？
　「しあわせ」や「よい」という言葉はとても抽象的なので、答えが分かれるところだと思います。でも、考えたことがなくても、私たちは自然と、気の合うお友だちと仲良くなったり、楽しい遊びをしたり、安心できる家でごはんを食べたり、眠ったりと当たり前にやっていることが、「しあわせ」や「よりよく生きる」になっています。 自分や他のひとの「しあわせ」や「生きかた」について考えてみると、みんなひとそれぞれで違ってくるものです。自分で考えて、自分なりの「しあわせってなに?」「よりよい生きかたってなに?」の答えや考えを持ってほしいと思います。きっとそれがあなたにとっての「福祉」になっていくのだと思います。
  そして、他のひとの「しあわせ」や「よりよい生きかた」を自分より、良い悪いで決めるのではなく、相手の声に耳を傾け、一緒に考えてあげることが、相手に対する「福祉」につながるのだと思います。
相手にとって、何が必要なのかを理解していくことが「福祉」には大切です。　　
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○「福祉の仕事」から福祉を考えよう
次にあげた表は、社会福祉の職種をおおまかに分類したものです。

	[bookmark: _Hlk146032082]仕事の分野
	職種（施設・事業所ごとにいろいろな名称があります）

	介護（ケアワーク）の仕事
	・ケアワーカー（介護職員、生活支援員、介助員）
・ホームヘルパー　など

	保育の仕事
	・保育士　・保育教諭

	相談援助の仕事
	・生活指導員　・生活相談員　・ソーシャルワーカー
・職業指導員　・就労支援員
・福祉事務所職員（行政福祉担当職員）
・福祉活動専門委員（地域福祉コーディネーター）
・児童指導員
・ケアマネジャー

	看護、リハビリテーション関係の仕事
	・看護職（看護師、保健師）
・理学療法士　・作業療法士　・言語聴覚士　
・視能訓練士

	栄養・調理関係の仕事
	・栄養士　・調理員

	運営管理関係の仕事（福祉に関する）
	・事務職員　・施設長




◎福祉から考えられるキーワードを記入しよう。
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